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行
政
庁
舎
は
、県
内
の
ほ
と
ん
ど
が
、耐
震
改
修
工
事
や
新
築
工
事
に
よ
り
、耐
震

化
し
、災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。本
市
の
庁
舎
は
ど
う
で
し
ょ
う
⋮
。そ
こ
で
、今
月

か
ら
３
回
に
わ
た
り
、庁
舎
整
備
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。ま
ず
、

今
月
は
、庁
舎
の
現
状
と
課
題
、整
備
の
必
要
性
を
紹
介
し
ま
す
。

烏山庁舎南那須庁舎

保健福祉センター

水道庁舎

　

那
須
烏
山
市
が
誕
生
し
て
か
ら
、市

役
所
は
、烏
山
庁
舎
、南
那
須
庁
舎
、保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、水
道
庁
舎
の
４
つ

の
庁
舎
を
活
用
し
た
分
庁
方
式
で
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。市
総
合
計
画
や

土
地
利
用
計
画
、都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
な
ど
各
種
計
画
で
は
、分
庁
方

式
か
ら
本
庁
方
式
に
早
期
に
移
行
し
、

行
政
組
織
の
簡
素
化
・
ス
リ
ム
化
を
図

ろ
う
と
新
庁
舎
な
ど
の
整
備
を
位
置

付
け
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、平
成
23
年
３
月
の
東
日
本

大
震
災
の
影
響
で
、災
害
の
復
旧
復
興

を
最
優
先
と
し
た
こ
と
か
ら
、庁
舎
整

備
は
先
送
り
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、昭
和
40
年
代
～

50
年
代
に
整
備
さ
れ
た
公
共
施
設
が

多
数
あ
り
、耐
震
性
や
設
備
の
老
朽
化

な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。真
に

必
要
な
公
共
施
設
の
集
約
と
複
合
化
、

多
機
能
化
を
進
め
な
け
れ
ば
、維
持
管

理
経
費
を
含
め
、将
来
的
に
は
今
あ
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
難
し
く
な

る
事
態
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、市
で
は
、既
存
施
設
の
活

用
も
含
め
、本
庁
方
式
へ
の
移
行
や
施

設
の
複
合
化
を
視
野
に
入
れ
た
新
庁

舎
の
整
備
の
基
本
的
な
考
え
方
、機
能
、

規
模
、立
地
な
ど
を
基
本
構
想
と
し
て

ま
と
め
る
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

広報なすからすやま  2019.7 2

市役
所
Ｐａｒｔ１ ど
う
な
る
！

市
役
所
の
現
状
は
…

震
度
６
強
で
倒
壊
や
崩
落
の
危
険



○（白丸）…烏山庁舎／●（黒丸）…南那須庁舎
❶劣化により浮き上がり剥がれそうな床、②❸雨
漏りにより腐食した天井、④崩落した側面タイル

（修復済み）、⑤屋外に設置されたプレハブの女子
トイレ、⑥張り巡らされたモール、 ❼劣化により
傷んだドア、⑧傷んで剥がれ落ちた軒下、❾剥離
したタイル、⑩１階の壁には大きなヒビが…。

❶

❾

❼

❸

②

④

⑥ ⑤

⑧⑩

庁
舎
の
現
状
と
課
題

　

４
つ
の
庁
舎
の
う
ち
烏
山
庁
舎
と

南
那
須
庁
舎
は
、昭
和
56
年
６
月
の
建

築
基
準
法
の
改
正
前
に
建
て
ら
れ
た

未
耐
震
の
建
物
で
す
。そ
こ
で
、こ
れ

ら
の
現
状
と
課
題
を
紹
介
し
ま
す
。

【
烏
山
庁
舎
】

　

烏
山
庁
舎
で
は
、総
合
政
策
課
、ま
ち

づ
く
り
課
、総
務
課
、税
務
課
、市
民
課
、

商
工
観
光
課
、会
計
課
の
７
つ
の
課
が

事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、未
耐
震
で

建
築
後
56
年
が
経
過
し
て
お
り
、施
設

や
設
備
が
古
い
う
え
狭
い
た
め
、事
務

の
効
率
化
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
も

あ
り
ま
す
。ま
た
、増
改
築
に
よ
り
、窓

口
や
会
議
室
の
配
置
が
分
か
り
に
く
く
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
も
不
十
分
で
す
。

さ
ら
に
、来
庁
者
用
駐
車
場
も
十
分
で

は
な
く
、会
議
な
ど
の
開
催
が
重
な
る

と
満
車
状
態
に
な
る
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

 

・  

所
在
地
：
那
須
烏
山
市
中
央
１
丁
目

１
番
１
号

 

・  

建
築
年
：
昭
和
36
年
建
築（
旧
耐
震
）、

昭
和
47
年
増
築（
旧
耐
震
）、昭
和
61

年
増
築（
新
耐
震
）

 

・  

構
造
種
別
：
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造　

２
階
建　

塔
屋（
３
階
）

 

・  

敷
地
面
積
：
３
３
６
３
㎡

 

・  

延
床
面
積
：
１
９
３
８
㎡

 

・  

そ
の
他
：
非
常
用
電
源
設
備
な
し
、女

性
用
ト
イ
レ
は
プ
レ
ハ
ブ
で
増
設

【
南
那
須
庁
舎
】

　

南
那
須
庁
舎
は
、市
民
課
南
那
須
分

室
、農
政
課
、都
市
建
設
課
、学
校
教
育

課
、生
涯
学
習
課
、議
会
事
務
局
の
５

課
局
１
分
室
が
事
務
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、未
耐
震
で
建
築
後
41
年
が
経
過

し
て
い
ま
す
。
天
井
が
高
く
、開
放
感

の
あ
る
建
物
で
す
が
、施
設
や
設
備
の

老
朽
化
が
大
き
く
進
ん
で
い
ま
す
。来

庁
者
用
駐
車
場
も
、市
議
会
中
や
会
議

が
重
な
る
と
満
車
状
態
に
な
り
ま
す
。

 

・  

所
在
地
：
那
須
烏
山
市
大
金
２
４
０

番
地

 

・  

建
築
年
：
昭
和
51
年
建
築（
旧
耐
震
）

 

・  

構
造
種
別
：
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造　

３
階
建

 

・  

敷
地
面
積
：
１
０
２
４
８
．３
９
㎡

 

・  

延
床
面
積
：
３
０
２
７
㎡

 

・  

そ
の
他
：
非
常
用
電
源
設
備
な
し
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❶雨漏りによりシミの付いた天井、②老朽化に
より屋上の段差にはヒビが、③塗装が剥がれサ
ビた階段。

新
た
な
庁
舎
の
必
要
性

①
耐
震
性
が
非
常
に
低
い

　

平
成
24
年
度
に
実
施
し
た
耐
震
診
断

の
結
果
に
よ
り
、烏
山
庁
舎
と
南
那
須

庁
舎
の
耐
震
性
を
検
証
し
て
み
ま
す
。

建
築
物
の
耐
震
性
能
は
、構
造
耐
震
指

標（
Ｉ
ｓ
値
）に
よ
り
判
定
で
き
ま
す
。

（
表
１
）

　

耐
震
診
断
の
結
果
、い
ず
れ
の
庁
舎

も
靭じ

ん

性せ
い（
抵
抗
、粘
り
強
さ
）や
耐
力（
耐

え
る
力
）が
乏
し
く
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
強

度
は
あ
る
も
の
の
、経
年
な
ど
に
よ
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
中
性
化
が
進
ん
で

お
り
、補
強
で
は
耐
震
性
の
確
保
が
難

し
い
と
い
う
状
況
で
し
た
。
特
に
、南

那
須
庁
舎
は
、耐
震
性
能
を
表
す
構
造

耐
震
指
標　
（
Ｉ
ｓ
値
）が
一
部
０
．３

を
下
回
り
、震
度
６
強
以
上
の
大
地
震

が
発
生
し
た
場
合
、倒
壊
ま
た
は
崩
壊

の
危
険
性
が
高
く
、費
用
対
効
果
を
考

え
る
と
、建
て
替
え
な
ど
の
抜
本
的
な

対
策
が
望
ま
し
い
と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。

②
分
庁
方
式
の
デ
メ
リ
ッ
ト

　

現
在
の
分
庁
方
式
で
は
、４
つ
の
庁

舎
に
、課
単
位
で
分
散
し
て
い
る
た
め
、

複
数
の
課
に
ま
た
が
る
事
務
を
行
う

場
合
、事
務
所
間
の
移
動
が
必
要
で
効

率
性
を
欠
い
て
い
ま
す
。ま
た
、市
役

所
に
来
庁
さ
れ
る
市
民
の
皆
さ
ん
も
、

各
課
の
配
置
が
複
雑
で
分
か
り
に
く
く
、

ご
迷
惑
や
庁
舎
間
の
移
動
な
ど
の
負

担
を
掛
け
て
い
ま
す
。

③
災
害
対
策
本
部
と
し
て
の
役
割

　

市
役
所
は
、災
害
時
に
お
け
る
市
民

の
生
命
、身
体
、財
産
を
守
る「
災
害
対

策
本
部
」機
能
が
あ
り
、正
確
な
情
報
を

集
め
、素
早
く
対
応
す
る
場
で
す
。ま

た
、警
察
署
、消
防
署
、消
防
団
な
ど
の

関
係
機
関
と
の
連
携
や
自
衛
隊
の
派
遣

要
請
な
ど
、災
害
の
最
前
線
で
の
対
応

や
復
旧
復
興
の
司
令
塔
と
な
り
ま
す
。

特
に
烏
山
庁
舎
は
、国
か
ら
気
象
な
ど

の
特
別
警
報
、緊
急
地
震
速
報
、ミ
サ

イ
ル
発
射
な
ど
の
有
事
関
連
情
報
を

受
け
る
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）の
基
地
局
と
な
っ
て
お
り
、

情
報
を
入
手
し
、防
災
シ
ス
テ
ム
な
ど

を
使
っ
て
伝
達
す
る
ほ
か
、県
と
の
相

互
情
報
連
携
な
ど
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
未
耐
震
の
ま
ま
で
は
、災

害
発
生
時
の
対
策
本
部
機
能
に
対
応

で
き
な
い
恐
れ
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

◇

　

以
上
、本
市
の
役
所
が
地
震
な
ど
の

災
害
時
に
危
う
い
状
況
に
あ
る
と
い

う
現
状
と
課
題
を
紹
介
し
ま
し
た
。那

須
烏
山
市
が
誕
生
し
て
か
ら
す
で
に

14
年
。何
ら
か
の
対
策
が
必
要
な
時
期

に
来
て
い
ま
す
。
来
月
号
で
は
、ど
の

よ
う
な
対
策
が
必
要
に
な
る
か
を
紹

介
し
ま
す
。

市役
所 どうなる！どうなる！どうなる！

❶

②

③

表１　耐震性の判定基準

表２　平成２４年度庁舎耐震診断結果

※「建築物の耐震診断および耐震改修の促進を図るための基本的な方針」より

Ｉｓ値の分類 判　　　定

０．３未満 地震の振動及び衝撃に対して倒壊し又は崩壊する危険性が高い

０．３以上０．６未満 地震の振動及び衝撃に対して倒壊し又は崩壊する危険性がある

０．６以上 地震の振動及び衝撃に対して倒壊し又は崩壊する危険性が低い

烏山庁舎
耐震性能を表す構造耐震指標　（Ｉｓ値）

１階 ２階 塔屋（３階）

東西方向 ０．３４ ０．６０ ０．９８

南北方向 ０．７２ ０．７０ ３．６４

南那須庁舎
耐震性能を表す構造耐震指標　（Ｉｓ値）

１階 ２階 ３階

東西方向 ０．２１ ０．１９ ０．３５

南北方向 ０．７６ ０．３７ ０．５８

ま
も

な
く

本
番 ！
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鍛
冶
町
の
み
ど
こ
ろ

　

当
番
町「
鍛
冶
町
」若
衆
団
に
よ
る

準
備
も
最
終
段
階
。７
月
６
日
㈯
に

は
奉
告
祭
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、祭
本

番
に
向
け
た
リ
ハ
ー
サ
ル
の
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

鍛
冶
町
は
、53
世
帯
ほ
ど
と
住
民

が
少
な
い
中
、「
オ
ー
ル
鍛
冶
町
」と
し

て
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
力
を

合
わ
せ
て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
山
あ
げ
祭
で
は
、初
め
て

の
試
み
と
し
て
、「
こ
ど
も
歌
舞
伎
舞

踊
」、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
演
出
」、

「
烏
山
高
等
学
校
特
別
公
演
」が
あ
り
ま
す
。

　

齊
藤
篤
志
筆
頭
世
話
人
は
、「
令
和

と
い
う
新
し
い
時
代
と
な
り
、最
初

の
山
あ
げ
祭
を
当
番
町
と
し
て
で
き

る
こ
と
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
。

当
番
町
の
重
責
は
あ
る
が
、６
年
に

一
度
し
か
味
わ
え
な
い
喜
び
や
感
動

を
仲
間
た
ち
と
存
分
に
楽
し
み
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、鍛
冶
町
お
は
や
し
会
の
子
ど

も
た
ち
に
よ
る
迫
力
あ
る
演
奏
も
み
ど

こ
ろ
の
１
つ
で
す
。

踊
り
・
常
磐
津
稽
古

順
調
に

　

烏
山
山
あ
げ
保
存
会
芸
能
部
会
に

は
、歌
舞
伎
舞
踊
を
披
露
す
る「
踊
り

子
」、三
味
線
や
浄
瑠
璃
を
担
当
す
る

「
常
磐
津
」、太
鼓
や
笛
で
効
果
音
を

奏
で
る「
鳴
物
」が
あ
り
ま
す
。部
会
員

の
多
く
は
市
内
や
近
隣
市
町
の
人
で
、山

あ
げ
の
舞
台
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
主
芸
題「
戻
橋
」の
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
の
鬼
女
と
渡
辺
綱
の
大
立
ち

回
り
は
迫
力
満
点
で
す
。

　

踊
り
の
指
導
を
す
る
西
川
扇
士
浪
さ

ん
は
、「
初
の
試
み
で
あ
る
、こ
ど
も
歌

舞
伎
舞
踊
に
力
を
入
れ
稽
古
に
取
り
組

ん
で
い
る
。子
ど
も
た
ち
の
頑
張
っ
て

い
る
姿
を
、ぜ
ひ
、見
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

常
磐
津
の
指
導
を
す
る
常
磐
津
津
紫

摩
さ
ん
は
、「
３
日
間
体
を
ベ
ス
ト
な
状

態
に
保
ち
、日
頃
の
稽
古
の
成
果
を
出

し
切
り
た
い
。戻
橋
で
の
迫
力
あ
る
演

奏
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
と
思
う
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

山
あ
げ
祭
ま
る
わ
か
り

サ
イ
ト
が
便
利
で
す

　

山
あ
げ
祭
ま
る
わ
か
り
サ
イ
ト
で
は
、

駐
車
場
混
雑
状
況
や
公
演
状
況
情
報
な

ど
の
ほ
か
、今
年
初
め
て
、６
町
の
大
屋

台
と
み
こ
し
の
最
新
位
置
情
報
を
確
認

で
き
ま
す
。

URL:http://yam
aage.3g-

　
　
　kizuna.jp/

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

駐
車
場
と
な
る
烏
山
小
学
校
～
Ｊ
Ｒ

烏
山
駅
間
で
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
。

　

７
月
26
日
㈮
～
28
日
㈰
の
午
前
10
時

～
午
後
９
時
30
分
に
30
分
間
隔
で
運
行

し
ま
す
。※
１
号
車
の
午
後
９
時
30
分

烏
山
駅
発
が
最
終
で
す
。

山あげ祭奉納余興の開演予定時刻および場所

ま
も

な
く

本
番 ！

今年の山あげ祭の

みどころ

　

７
月
26
日
㈮
か
ら
28
日
㈰
ま

で
烏
山
市
街
地
を
中
心
に﹁
山
あ

げ
祭
﹂が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

直
前
号
と
な
る
７
月
号
で
は
、

今
年
の
山
あ
げ
祭
の
み
ど
こ
ろ

を
お
届
け
し
ま
す
。

鍛冶町若衆のみなさん。

烏山山あげ保存会芸能部会のみなさん。

順序 日 開園予定時刻 芸題 場所 方向
① ２５ 午後７時 三番叟・戻橋 鍛冶町 サトウムセン前 西
②

２６

午前９時 戻橋 御仮殿前 西
③ 正午 戻橋 元田町 会所前 西
④ 午後２時３０分 戻橋 泉町 石原食肉店前 南
⑤ 午後５時 戻橋 日野町 会所前 西
⑥ 午後７時３０分 将門 鍛冶町 ㈱さとう前 東
⑦ 午後８時３０分 蛇姫様 鍛冶町 ㈱さとう前 東
⑧

２７

午前９時 将門 鍛冶町 烏山信用金庫本店前 南
⑨ 午後０時３０分 戻橋 金井町 会所前（烏山駅前） 東
⑩ 午後３時 戻橋 仲町 会所前 南
⑪ 午後５時３０分 蛇姫様 鍛冶町 烏山和紙会館前 西
⑫ 午後８時 戻橋 鍛冶町 美与志堂前 東
⑬

２８

午前９時３０分 戻橋 鍛冶町 ヒラノ時計店前 西
⑭ 午後０時３０分 戻橋 山あげ会館前 東
⑮ 午後３時 将門 鍛冶町 鍛冶町幟旗前 東
⑯ 午後８時 戻橋 鍛冶町 会所前 西
⑰ 午後９時 関の扉・老松 鍛冶町 会所前 西
●出御祭　　７月２６日㈮　午前６時～　出御　午前６時５０分　八雲神社出発
●渡御祭　　７月２７日㈯　午前６時～　渡御　午前６時３０分　御仮殿出発
●還御祭　　７月２８日㈰　午後５時～　還御　午後５時２５分　御仮殿出発
●ぶんぬき　７月２８日㈰　午後５時４５分頃～　八雲神社鳥居前
※開演予定時刻および芸題などは変更する場合があります。
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令
和
元
年
度
予
算
を
補
正

　

一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ

１
億
８
０
４
０
万
８
千
円
増
額
し
、補
正
後
の

予
算
総
額
を
１
１
１
億
２
０
４
０
万
８
千
円
と

し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、Ｊ
Ｒ
烏
山
線
利
用
促
進
事
業

費
と
し
て
、７
月
１
日
か
ら
一
か
月
間
、Ｊ
Ｒ
烏

山
駅
の
発
車
予
告
メ
ロ
デ
ィ
を「
山
あ
げ
祭
の

お
囃は

や

子し

音
」と
す
る
た
め
23
万
９
千
円
、児
童
福

祉
事
業
費
と
し
て
、10
月
１
日
か
ら
実
施
予
定

の
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
に
伴
う「
子
ど
も
子

育
て
支
援
シ
ス
テ
ム
」の
改
修
経
費
８
５
８
万

円
、畜
産
振
興
費
と
し
て
、畜
舎
整
備
等
を
対
象

と
し
た「
畜
産
担
い
手
育
成
総
合
整
備
事
業
費

補
助
金
」１
０
３
３
万
円
、商
業
振
興
対
策
事
業

費
と
し
て
、企
業
と
大
学
に
よ
る
共
同
研
究
を

対
象
と
し
て
支
援
す
る「
産
学
連
携
事
業
費
補

助
金
」50
万
円
、消
費
税
10
％
引
き
上
げ
に
伴

い
、低
所
得
者
や
子
育
て
世
帯
の
影
響
緩
和
と

消
費
喚
起
等
を
目
的
と
し
て
行
う
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
事
業
費
１
億
５
１
１
８
万
円
、大
桶

運
動
公
園
施
設
整
備
費
と
し
て
、国
民
体
育
大

会
に
お
け
る
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
会
場
と
な
る

公
園
駐
車
場
等
の
整
備
の
た
め
の
測
量
及
び
設

計
費
８
４
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。ま
た
、

耐
震
診
断
及
び
耐
震
建
替
の
該
当
件
数
が
増
加

し
た
こ
と
に
伴
う
住
宅
・
建
築
物
安
全
ス
ト
ッ

ク
形
成
事
業
費
を
４
８
８
万
円
増
額
し
、南
那

須
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
管
理
費
と
し
て
、プ
ー

ル
の
受
付
・
監
視
業
務
を
委
託
方
式
か
ら
、市
の

直
営
方
式
に
変
更
し
た
た
め
５
４
７
万
５
千
円

減
額
し
ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正

・
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、「
市
税
条

例
」等
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。主
な
内
容
は
、

軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
軽
減
等
で
す
。

・
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴

い「
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
」を
一
部
改
正
し

ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、国
民
健
康
保
険
税
の

軽
減
措
置
を
拡
大
す
る
も
の
で
す
。

・
介
護
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、「
市
介
護
保
険
条
例
」を
一
部
改
正
し
ま
し

た
。
主
な
内
容
は
、消
費
税
に
よ
る
公
費
投
入

の
拡
大
に
伴
う
低
所
得
者
の
第
１
号
保
険
料
を

軽
減
す
る
も
の
で
す
。

・
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
に
伴
い
、「
市
放

課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

そ
の
他

　

３
月
定
例
会
で
翌
年
度
へ
繰
越
す
予
算
措
置

を
し
た
平
成
30
年
度
一
般
会
計
繰
越
明
許
費

（
地
籍
調
査
事
業
費
、急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

費
、武
道
館
施
設
整
備
費
）の
繰
越
計
算
書
を
報

告
し
ま
し
た
。

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
」を
一
部
改
正
し

ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、放
課
後
児
童
支
援
員

に
な
る
た
め
の
研
修
に
関
す
る
も
の
で
す
。

専
決
処
分
の
承
認

・
平
成
30
年
度
予
算
の
一
般
会
計
の
歳
入
・
歳

出
を
そ
れ
ぞ
れ
１
億
２
０
８
７
万
円
増
額
し
、

補
正
後
の
予
算
総
額
を
１
１
７
億
７
３
３
９
万

４
千
円
と
す
る
専
決
処
分
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
と
し
て
、歳
出
は
、庁
舎
整
備
基
金

費
１
億
２
０
０
０
万
円
、非
常
備
消
防
総
務
費

87
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
し
ま
し
た
。歳
入
は
、

地
方
消
費
税
交
付
金
、特
別
交
付
税
、交
通
安
全

対
策
特
別
交
付
金
の
額
の
決
定
に
伴
う
精
算
、

平
成
29
年
度
の「
農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

事
業
補
助
金
」の
額
の
確
定
に
伴
う
増
額
な
ど

で
す
。

・
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、３
月
29

日
付
で
、「
市
税
条
例
」等
を
一
部
改
正
し
た
専

決
処
分
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、個
人
住
民
税
の
寄
附
金
税
額

控
除
基
準
の
明
確
化
や
住
宅
借
入
等
特
別
税
額

控
除
期
間
の
延
長
な
ど
の
ほ
か
、固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
の
改
正
で
す
。

令
和
元
年
度
補
正
予
算
、

条
例
改
正
な
ど
５
議
案
を
可
決

　

令
和
元
年
第
２
回
市
議
会
６
月
定
例
会
が
、６
月
４
日
㈫
か
ら
10
日
㈪
ま
で
７
日

間
の
日
程
で
開
か
れ
、令
和
元
年
度
補
正
予
算
や
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
５
議
案
を

原
案
ど
お
り
可
決
し
、専
決
処
分
２
議
案
を
承
認
し
た
ほ
か
、１
件
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、議
会
事
務
局
■
０
２
８
７
―
８
８
―
７
１
１
４
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

第2回市議会
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那須烏山市つばさの会
市政懇談会を開催

　地域住民の様々な意見を市政に反映させる
市民参加の場として、那須烏山市つばさの会（野
木國子会長）主催による「市政懇談会」が、６月
25日㈫、烏山南公民館を会場に開かれ、川俣純
子市長や関係課長などが参加しました。
　懇談会では、「新庁舎建設の目的」や「庁舎建
設に伴う道路整備計画」、「現在の庁舎の耐震工
事と新庁舎建設の金額の比較」などについて17
項目の意見や質問が出され、川俣市長が市の考
え方や今後の取り組みなどを説明しました。

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
る
懇
談
会
。
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第98回

市
指
定
有
形
文
化
財︵
史
跡
︶

大
久
保
次
郎
左
衛
門
の
墓

︵
南
︶

　大久保次郎左衛門は、天明８年（１７８８）烏山城主
大久保家の一族に生まれました。天保８年（１８３７）
から、年寄役の立場で烏山仕法の推進に尽力し、推進
派の中核、菅谷家老が隠居・謹慎の処分を受けてから
は家老として重責を担いました。
　一時は江戸家老大石総兵衛により烏山仕法は停止
となり、次郎左衛門も藩政を離れましたが、数年後
仕法再開の機運の高まりを受け再び責任者とし、菅
谷家老を復職させ江戸で烏山仕法を再開しました。
しかし、藩士らの盛り上がりは見られず、弘化４年

（１８４７）７月に５５歳で死去し、烏山の妙光寺に埋葬
されました。

第
４
回
教
育
委
員
会（
４
月
26
日
㈮
）

○
区
域
外
就
学
の
許
可
を
承
認

○ 

平
成
31
年
度
那
須
烏
山
市
奨
学
生
の

決
定
を
承
認

○ 

平
成
31
年
度
那
須
烏
山
市
立
小
中
学

校
主
任
等
を
承
認

○ 

平
成
31
年
度
那
須
烏
山
市
立
小
中
学

校
評
議
員
の
委
嘱
を
承
認

○ 

平
成
31
年
度
市
費
非
常
勤
講
師
等
の

配
置
を
承
認

○ 

那
須
烏
山
市
立
烏
山
小
学
校（
本
館
）

ト
イ
レ
改
修
工
事
を
決
定

○ 

那
須
烏
山
市
指
定
文
化
財
の
解
除
を

決
定

○ 

那
須
烏
山
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委

員
会
設
置
及
び
運
営
規
程
の
制
定
を

決
定

○ 

那
須
烏
山
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
設

置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部

改
正
を
決
定

○ 

那
須
烏
山
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

勤
務
す
る
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休

憩
時
間
に
関
す
る
規
程
の
制
定
を
決
定

第
５
回
教
育
委
員
会（
５
月
17
日
㈮
）

○ 

要
保
護
及
び
準
要
保
護
児
童
生
徒
の

認
定
を
承
認

○ 

令
和
元
年
度
那
須
烏
山
市
一
般
会
計

（
教
育
費
関
係
）補
正
予
算（
第
1
号
）

を
決
定

▼
そ
の
他
の
出
席

・
４
月
１
日
㈪
：
教
育
委
員
会
事
務
局

職
員
及
び
教
職
員
辞
令
交
付
式

・
４
月
９
日
㈫
：
中
学
校
入
学
式

・
４
月
10
日
㈬
：
小
学
校
入
学
式

・
４
月
11
日
㈭
：
つ
く
し
幼
稚
園
入
園
式

・
４
月
23
日
㈫
：
烏
山
中
学
校
経
営
訪
問

・
４
月
26
日
㈮
：
七
合
小
学
校
経
営
訪
問

・
５
月
７
日
㈫
：
南
那
須
中
学
校
経
営

訪
問

・
５
月
13
日
㈪
：
境
小
学
校
経
営
訪
問

・
５
月
14
日
㈫
：
江
川
小
学
校
経
営
訪
問

・
５
月
15
日
㈬
：
塩
谷
南
那
須
地
区
教

育
委
員
会
連
合
会
総
会
出
席

・
５
月
20
日
㈪
：
烏
山
小
学
校
経
営
訪
問

・
５
月
21
日
㈫
：
荒
川
小
学
校
経
営
訪
問

・
５
月
25
日
㈯
：
南
那
須
中
、烏
山
中

体
育
祭
出
席

・
６
月
１
日
㈯
：
江
川
小
、境
小
、烏
山

小
、七
合
小
、南
那
須
特
別
支
援
学

校
春
季
運
動
会
出
席

那
須
烏
山
市
教
育
委
員
会
会
報

31
年
度『
第
１
四
半
期
』４
月
〜
６
月



人権擁護委員による啓発活動。

碓
氷
さ
ん
。

人
権
擁
護
委
員
の
日

市
内
各
地
で
人
権
を
啓
発

　

６
月
１
日
㈯
の
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
に
合
わ
せ
、
宇
都
宮
人
権
擁
護
委

員
那
須
烏
山
支
部
会
（
滝
原
一
夫
部
会

長
）
で
は
、
市
内
各
地
で
人
権
啓
発
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

人
権
街
頭
啓
発

　

６
月
４
日
㈫
に
は
、
市
内
の
大
型

ス
ー
パ
ー
２
か
所
で
人
権
擁
護
委
員
に

よ
る
「
人
権
街
頭
啓
発
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
委
員
７
人
が
、
買
い
物
客

人
権
の
花
贈
呈
式

　

６
月
６
日
㈭
、
江
川
小
学
校
で
「
人

権
の
花
」
の
贈
呈
式
が
開
か
れ
、
同
支

部
会
か
ら
同
校
に
ペ
チ
ュ
ニ
ア
な
ど
の

苗
１
２
０
株
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
花
を
児
童
た
ち
が
協
力
し

て
育
て
る
こ
と
で
、
命
の
大
切
さ
を
実

感
し
、
豊
か
な
心
を
育
ん
で
も
ら
お
う

と
、
毎
年
市
内
の
小
学
校
で
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
当
日
は
、
同
支
部
会
の

人
権
擁
護
委
員
４
人
が
同
校
を
訪
れ
、

代
表
児
童
３
人
に
花
の
苗
を
手
渡
し
ま

し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
委
員
の
藤
川
伸
一
さ

ん
が
、「
み
ん
な
で
協
力
し
て
、
や
さ

し
く
育
て
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

６
年
の
金
枝
倖
生
さ
ん
は
、「
毎
日
み

ん
な
で
お
世
話
を
し
て
、笑
顔
と
花
い
っ

ぱ
い
の
学
校
に
し
て
い
き
た
い
」
と
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

人
権
教
室

　

６
月
13
日
㈭
に
は
、
南
那
須
中
学
校

で
、「
人
権
教
室
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
命
の
大
切
さ
や
「
い
じ
め
を

し
な
い
・
さ
せ
な
い
・
見
逃
さ
な
い
」

こ
と
の
重
要
性
、
相
談
窓
口
な
ど
を
伝

え
る
た
め
、
毎
年
中
学
生
を
対
象
に
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
同
校
の
生
徒
２
１
７
人
が

参
加
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
人
権
侵
害
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
た
ほ

か
、
委
員
の
有
坂
恭
子
さ
ん
に
よ
る
講

　

６
月
10
日
㈪
、小
白
井
の
碓
氷
マ
ス

さ
ん
が
、満
１
０
０
歳
を
迎
え
ま
し
た
。

碓
氷
さ
ん
は
現
在
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

通
い
な
が
ら
娘
さ
ん
と
生
活
し
て
い
ま

す
。
最
近
は
、車
椅
子
に
つ
か
ま
り
な

が
ら
歩
い
た
り
、機
能
訓
練
を
し
た
り

し
て
毎
日
楽
し
く
過
ご
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

お
肉
が
大
好
き
な
マ
ス
さ
ん
の
長
寿

の
秘
訣
は
、「
好
き
な
も
の
を
食
べ
て
、

好
き
な
こ
と
を
し
て
生
き
る
こ
と
」だ

そ
う
で
す
。

話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
校
３
年
の
手
塚
輝
さ
ん（
田
野
倉
）

は
、「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
た
り
、
講
話
を
聞

い
た
り
し
て
、
人
権
侵
害
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

怖
さ
を
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
す
る
と
き
に
、

相
手
の
こ
と
を
よ
く
考
え
て
メ
ッ
セ
ー

ジ
な
ど
を
送
る
よ
う
注
意
し
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

に
人
権
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
ま
し
た
。人権の花を受け取る児童。

DVDを鑑賞する生徒。

碓
氷
マ
ス
さ
ん

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

６
つ
の
小
学
校
・
中
学
校
で

運
動
会
・
体
育
祭
盛
ん
に
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①
②
七
合
小
、
③
④
江
川
小
、

⑤
⑥
烏
山
小
、
⑦
⑧
南
那
須
中
、

⑨
⑩
境
小
、
⑪
⑫
烏
山
中
。

　

市
内
４
つ
の
小
・
中
学
校
で
運
動
会
や
体
育
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。５
月
25
日
㈯
に
は
、烏
山
中
、南
那
須
中
、

６
月
１
日
㈯
に
は
、烏
山
小
、七
合
小
、境
小
、江
川
小
で
春
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
が
行
わ
れ
、元
気
い
っ
ぱ
い
に

競
技
を
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、そ
の
様
子
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

①

③

⑤
④②

⑥ ⑦ ⑨

⑩⑧

⑪ ⑫
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市
で
は
、
７
月
26
日
㈮
か
ら
始
ま

る
山
あ
げ
祭
に
合
わ
せ
、
舞
台
で
演

じ
る
芸
題
を
漫
画
で
分
か
り
や
す
く

解
説
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
６
月
に
市
と
文
星

芸
術
大
学
と
の
間
で
締
結
し
た
「
連

携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
」
の
一
環

と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
も
の
。
山
あ

げ
祭
の
芸
題
の
内
容
を
誰
で
も
理
解

で
き
る
よ
う
に
と
、
文
星
芸
術
大
学

の
学
生
３
人
が
山
あ
げ
祭
の
関
係
者

か
ら
話
を
聞
き
な
が
ら
、
約
半
年
間

か
け
て
作
り
上
げ
た
も
の
で
す
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
今
年
の
公

演
で
演
じ
ら
れ
る
「
戻
橋
」
と
「
将

門
」
の
２
つ
の
芸
題
が
漫
画
で
巧
み

に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

作
成
に
携
わ
っ
た
同
大
学
２
年
の

長
濱
く
る
み
さ
ん
は
、「
手
に
取
っ

た
皆
さ
ん
に
戻
橋
と
将
門
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
知
っ
て
も
ら
い
、
漫
画
と
舞

台
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
楽
し
ん
で
も
ら

い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
山
あ
げ
祭
時

に
設
営
さ
れ
る
桟
敷
席
の
購
入
者
全

員
に
ノ
ベ
ル
テ
ィ
と
し
て
配
布
す
る

予
定
で
す
。

　

今
回
は
、
ヨ
ガ
教
室
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

公
民
館
で
は
空
前
の
ヨ
ガ
ブ
ー
ム
？

　

ヨ
ガ
教
室
は
何
年
も
続
い
て
い
る

講
座
で
す
が
、
今
年
も
定
員
を
超
え

る
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

公
民
館
を
利
用
し
て
い
る
ヨ
ガ
サ
ー
ク

ル
の
多
さ
に
も
驚
か
さ
れ
ま
す
。
何
故

ヨ
ガ
は
、こ
ん
な
に
も
人
気
な
の
で
し
ょ

う
か
。

ヨ
ガ
が
人
気
の
理
由

　

ヨ
ガ
は
、
体
を
ほ
ぐ
し
全
身
の
流
れ

が
よ
く
な
る
「
体
位
法
」、
自
律
神
経

の
バ
ラ
ン
ス
や
心
と
体
の
バ
ラ
ン
ス
を

整
え
る
「
呼
吸
法
」、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

て
集
中
力
が
高
ま
る
「
瞑
想
法
」
の
３

つ
か
ら
成
り
立
ち
ま
す
。
体
調
を
整
え

る
だ
け
で
な
く
、
メ
ン
タ
ル
の
改
善
効

果
も
あ
る
と
言
わ
れ
、
運
動
が
苦
手
な

人
で
も
無
理
な
く
楽
し
く
で
き
る
た
め
、

人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

講
座
で
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
の
？

　

国
際
ヨ
ガ
協
会
認
定
ト
レ
ー
ナ
ー
の

松
浦
理
恵
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
全
２

回
の
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。
基
本
的

な
ポ
ー
ズ
か
ら
、
徐
々
に
難
易
度
の
高

い
ポ
ー
ズ
ま
で
行
い
、
参
加
者
か
ら
は

「
体
が
軽
く
な
り
心
が
楽
に
な
っ
た
」「
２

回
で
は
足
り
な
い
」
と
言
っ
た
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
今
後
の
募
集
予
定
講
座
】

〇
自
分
磨
き
講
座
（
女
性
限
定
）

　

昨
年
人
気
だ
っ
た
セ
ル
フ
ケ
ア
を
夜

に
開
催
し
ま
す
。

　

骨
格
診
断
か
ら
オ
シ
ャ
レ
の
悩
み
を

解
消
し
ま
す
。

〇
食
事
に
つ
い
て
学
ん
で
み
よ
う

　

実
際
に
調
理
し
、
み
ん
な
で
食
事
を

し
な
が
ら
、食
生
活
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

〇
使
え
る
！
小
物
づ
く
り
講
座

　

生
活
の
中
で
使
え
る
、
楽
し
い
小
物

を
色
々
作
り
ま
し
ょ
う
。

■
問
合　

烏
山
公
民
館
☎
０
２
８
７
︱

８
３
︱
１
４
１
２

ほ
た
る
イ
ベ
ン
ト
続
々
と
…

市
内
各
地
で
幻
想
的
な
光
舞
う

　

市
内
各
地
で
ほ
た
る
の
保
全
な
ど
に
取
り
組
む
団
体
が
観
察
会
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
で
は
、ほ
た
る
が
生
息
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
み
、今
年
も
た
く
さ
ん
の
ほ
た
る
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。 
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～
実
施
講
座
レ
ポ
ー
ト
②
～

川俣純子市長と作成した同大学の学生のみなさん。

ヨガ教室の様子。

文
星
芸
術
大
学
の
学
生
が

山
あ
げ
祭
を
漫
画
で
紹
介

愛
す
る
会
の
メ
ン
バ
ー
が
ほ
た
る
の

見
ど
こ
ろ
を
案
内
し
て
お
り
、
昨
年

は
市
内
外
か
ら
８
０
０
人
ほ
ど
が
訪

れ
た
そ
う
で
す
。
今
年
も
６
月
い
っ

ぱ
い
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
優
し
い
光

の
舞
い
が
、
多
く
の
人
の
目
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。

い
。
に
ぎ
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
は
控
え
、

子
供
た
ち
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
内
容
に
し
た
」
と
、
同
青

年
団
の
澤
村
和
彦
事
務
局
長
。
今
年

は
、
い
つ
も
以
上
に
発
生
が
よ
く
、

6
月
い
っ
ぱ
い
、
美
し
い
光
の
舞
い

を
楽
し
め
た
そ
う
で
す
。



横
枕
青
年
団

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
＆
自
然
観
察
会

　

横
枕
青
年
団
（
生
魚
貴
宏
団
長
）

に
よ
る
「
ほ
た
る
祭
り
」
が
、
６
月

８
日
㈯
、
横
枕
文
化
伝
承
セ
ン
タ
ー

と
小
木
須
川
沿
い
で
開
か
れ
、
市
内

外
か
ら
訪
れ
た
２
０
０
人
あ
ま
り
の

家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
10
周
年
を
記
念
し
て
3

部
構
成
に
よ
る
多
彩
な
催
し
を
開

催
。
第
１
部
「
科
学
と
お
笑
い
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
」

で
は
、
よ
し
も
と
所
属
の
理
系
芸
人

「
か
が
く
と
森
田
く
ん
」
が
、
空
気

や
電
気
な
ど
の
物
理
や
化
学
反
応
を

使
っ
た
実
験
を
披
露
し
ま
し
た
。
子

供
た
ち
は
、
目
の
前
で
繰
り
広
げ
ら

れ
る
科
学
の
不
思
議
に
、
興
味
津
々

で
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

続
く
第
2
部
「
自
然
観
察
会
」
は
、

県
の
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
メ
ン

バ
ー
の
指
導
で
、
小
木
須
川
の
水
生

生
物
を
採
取
し
た
り
、
動
植
物
を
観

察
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
あ
た
り
が
夕
や
み
に
包

ま
れ
た
頃
、
い
よ
い
よ
第
3
部
「
ほ

た
る
探
勝
会
」
の
始
ま
り
で
す
。
カ

エ
ル
の
鳴
き
声
が
響
き
渡
る
中
、
ほ

た
る
が
明
滅
し
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
飛

ぶ
神
秘
的
な
風
景
が
、
参
加
者
の
目

を
引
き
付
け
ま
し
た
。

　
「
ホ
タ
ル
と
い
う
自
然
の
恵
み
を

静
か
に
観
察
し
て
も
ら
う
の
が
ね
ら
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上：フォルクローレの演奏。（大木須）
中：生き物の解説を聞く子どもたち。（興野）
下：捕まえたほたるを観察。（猿久保田んぼ公園）

上：かがくと森田くんの空気砲実験。（横枕）
下：動植物生き物自然観察会。（横枕）

お
お
ぎ
す

ほ
た
る
の
夕
べ
コ
ン
サ
ー
ト

　

第
15
回
「
お
お
ぎ
す
ほ
た
る
の
夕

べ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
、
6
月
8
日
㈯
、

大
木
須
の
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
公
園
で
開

か
れ
、
ホ
タ
ル
の
舞
う
静
か
な
山
里

に
、
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
の
美
し
い
調

べ
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
豊
か
な
自
然
を

地
域
の
活
性
化
に
活
か
そ
う
と
「
里

山
大
木
須
を
愛
す
る
会
」
が
開
い
て

い
る
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
。
昨
年
に
続

い
て
、
南
米
の
民
族
音
楽
を
演
奏
す

る
ロ
ス
・
コ
ン
パ
ニ
ュ
ロ
ス
が
「
コ

ン
ド
ル
は
飛
ん
で
い
く
」
や
「
ウ
ナ

カ
ウ
リ
」
な
ど
、
郷
愁
を
誘
う
ア
ン

デ
ス
の
民
族
音
楽
を
奏
で
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
夜
の
と
ば
り
が
下
り
た

午
後
8
時
、
ほ
た
る
の
鑑
賞
会
が
始

ま
り
ま
し
た
。
付
近
の
木
須
川
に
は
、

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
幻
想
的
な
光
が
点

滅
し
、
参
加
者
は
時
の
経
つ
の
を
忘

れ
て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

愛
す
る
会
の
川
野
辺
真
会
長
は

「
メ
ン
バ
ー
総
出
で
草
刈
し
、
今
日

を
迎
え
た
。
多
く
の
人
に
感
動
を
与

え
ら
れ
れ
ば
と
思
う
。
昨
年
は
古
民

家
を
核
と
し
て
４
５
０
０
人
ほ
ど
が

大
木
須
を
訪
れ
た
。
様
々
な
仕
掛
け

で
、
さ
ら
に
交
流
人
口
を
増
や
し
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
木
須
で
は
、
毎
年
、
こ
の
時
期
、

水
路
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
生
き
物
調
査

　

６
月
９
日
㈰
、
興
野
ほ
た
る
の
里

づ
く
り
環
境
保
全
会
（
阿
相
孝
一　

会
長
）
に
よ
る
「
水
路
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
＆
生
き
物
調
査
」
が
興
野
集
会
所

で
開
か
れ
、
地
域
住
民
な
ど
約
70
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

県
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
お
よ

び
メ
ダ
カ
里
親
の
会
の
指
導
で
捕
獲

し
た
生
き
物
の
生
態
や
特
徴
の
勉
強

会
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
興
野
ほ
た
る

の
里
づ
く
り
環
境
保
全
会
に
よ
る
、

ほ
た
る
観
賞
ス
ポ
ッ
ト
の
紹
介
や
農

産
物
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

猿
久
保
田
ん
ぼ
公
園

ほ
た
る
の
観
察
会

　

荒
川
南
部
地
域
保
全
会
（
久
郷

道
泰
会
長
）
に
よ
る
「
ほ
た
る
の

観
察
会
」
が
６
月
16
日
㈰
、
小
塙

の
猿
久
保
田
ん
ぼ
公
園
で
開
か
れ
、

親
子
連
れ
約
60
人
が
、
会
員
の
案

内
で
ほ
た
る
の
幻
想
的
な
光
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

久
郷
会
長
は
、「
今
年
も
、
多
く

の
ほ
た
る
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

イ
ベ
ン
ト
を
と
お
し
て
ほ
た
る
に

興
味
を
持
つ
と
と
も
に
、
自
然
に

つ
い
て
知
っ
て
も
ら
い
、
環
境
保

全
に
つ
な
が
れ
ば
嬉
し
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。



　

小
河
原
の
大
谷
範
雄
さ
ん
が
、
旧
南
那

須
町
長
、
合
併
後
の
初
代
那
須
烏
山
市
長

と
し
て
地
方
自
治
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
功

績
に
よ
り
、
旭
日
小
綬
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

平
成
13
年
に
旧
南
那
須
町
長
に
就
任
し
た

　

高
瀬
の
久
郷
サ
ト
子
さ
ん
が
、
生
活
支
援

員
と
し
て
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
瑞
宝

単
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

昭
和
49
年
か
ら
大
和
久
福
祉
会
の
生
活
支

援
員
な
ど
と
し
て
約
40
年
間
活
躍
さ
れ
た
久

　

田
野
倉
の
塩
谷
哲
さ
ん
が
、
行
政
管
理
庁

（
現
総
務
省
）
職
員
と
し
て
奉
職
さ
れ
た
功

績
に
よ
り
、
瑞
宝
中
綬
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

塩
谷
さ
ん
は
、
昭
和
43
年
に
行
政
管
理
庁

に
入
庁
し
、
平
成
18
年
に
神
奈
川
行
政
評
価

　

金
井
１
丁
目
の
関
澤
正
二
さ
ん
が
、
那
須

烏
山
市
消
防
団
分
団
長
と
し
て
尽
力
さ
れ
た

功
績
に
よ
り
、
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
し
ま

し
た
。

　

昭
和
44
年
に
旧
烏
山
町
消
防
団
に
入
団
し

大
谷
さ
ん
。
平
成
17
年
の
合
併
後
も
、
那

須
烏
山
市
長
と
し
て
市
政
を
担
い
、「
小
さ

く
て
も
キ
ラ
リ
と
ひ
か
り
輝
く
那
須
烏
山
市
」

を
目
指
し
て
、
市
民
の
融
和
・
融
合
を
図
り
、

そ
の
基
盤
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
谷
さ
ん
は
、「
行
政
の
長
と
し
て
長
年

活
動
で
き
た
の
は
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
み

な
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

子
ど
も
見
守
り
隊
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
少
し
で
も
地
域
に
貢
献
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

郷
さ
ん
。
平
成
10
年
に
は
、
日
本
知
的
障
害

者
福
祉
協
会
長
表
彰
（
知
的
障
害
者
福
祉
事

業
功
労
者
）、
平
成
27
年
に
は
、
厚
生
労
働

大
臣
表
彰
（
社
会
福
祉
事
業
従
事
功
労
者
）

な
ど
数
々
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
同
会
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
わ
ら
び
で

ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
る
久
郷
さ
ん

は
、「
受
章
し
た
こ
と
を
聞
い
た
と
き
は
と

て
も
驚
い
た
。
長
年
の
活
動
で
身
に
つ
い
た

こ
と
を
今
後
、
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
の
活
動
で

生
か
し
、
楽
し
く
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

事
務
所
長
と
し
て
退
官
さ
れ
る
ま
で
38
年
以

上
に
わ
た
り
行
政
の
評
価
や
監
視
業
務
、
行

政
改
革
な
ど
に
携
わ
り
ま
し
た
。
昭
和
56
年

か
ら
出
向
さ
れ
た
臨
時
行
政
調
査
会
事
務
局

で
は
、
２
年
間
に
開
か
れ
た
全
１
２
１
回
の

調
査
会
す
べ
て
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

塩
谷
さ
ん
は
、「
役
人
人
生
の
締
め
く
く

り
と
し
て
こ
の
よ
う
な
章
を
い
た
だ
け
た
の

は
と
て
も
あ
り
が
た
い
。
今
後
の
生
活
で
も

章
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
意
識
し
て
生
活
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

た
関
澤
さ
ん
。
平
成
13
年
か
ら
の
４
年
6
か

月
間
と
、
平
成
17
年
の
合
併
後
の
6
か
月
間

消
防
団
分
団
長
を
務
め
、
平
成
18
年
か
ら
２

年
間
は
、
那
須
烏
山
市
消
防
団
本
部
部
長
を

務
め
、
平
成
18
年
に
、
消
防
庁
長
官
表
彰（
永

年
勤
続
功
労
章
）
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

関
澤
さ
ん
は
、「
先
輩
の
教
え
や
同
僚
の

協
力
、
支
え
が
あ
り
活
動
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
今
後
も
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
協
力

し
、
市
民
全
員
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

に
な
る
よ
う
、
少
し
で
も
貢
献
し
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

大谷さん。

久郷さん。

塩谷さん。

関澤さん。

■
瑞
宝
中
綬
章　

塩
谷
哲
さ
ん（
田
野
倉
）

■
瑞
宝
単
光
章　

関
澤
正
二
さ
ん（
金
井
１
丁
目
）

■
瑞
宝
単
光
章　

久
郷
サ
ト
子
さ
ん（
高
瀬
）
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受章おめでとうございます
春
の
叙
勲
で
市
内
４
人
が
受
章

■
旭
日
小
綬
章　

大
谷
範
雄
さ
ん（
小
河
原
）



シリーズ 在宅医療のあれこれ Ｐａｒｔ１5

を削除するようにしてください。
　架空請求のほかにも、天皇退位に合わせて「皇室関
連の写真集」を販売する電話勧誘も報告されています。
購入を断ったにも関わらず、写真集が送られてきたと
いう話も耳にします。その場合、クーリングオフが適
応できるかどうか、一度、消費生活センターにご連絡
ください。
　そのほかのことでも、不安なことがございましたら、
お気軽にご相談ください。
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　高齢者の事故は年々増加傾向にあり、最近では東京都
池袋において87歳の高齢者が運転する車両が暴走し、母
子２人が死亡、８人が負傷した事故が発生しました。また、
神奈川県でも90歳の女性が運転する乗用車が歩行者を
次々とはね、４人が死傷した事故も発生しています。
　加害者は免許の更新時に義務づけられている判断能力
や記憶力を調べる検査では、問題なかったといいます。
　昨年１年間の那須烏山警察管内における人身事故件数
は44件で、そのうち高齢ドライバーによる事故は24件、
高齢者の負傷者数は17人、死者２人です。また、県内の昨
年１年間に75歳以上のドライバーが起こした死亡事故
は全体の約14.８％であり年々増加しています。
高齢ドライバーが事故を起こさないための対策は？
・暗くなったら乗らない。
・なるべく遠くへは行かない。
・スピードを出さない。
・安全運転を心がける。
家族や子どもたちができることは？
　高齢者の交通事故を防ぐためには、家族の協力が必要
です。買い物や病院通いなどのためにどうしても車を手
放せないという高齢者が少なくありません。家族としては、

【改元詐欺にご注意】
　元号が「平成」から「令和」に変わって２か月が経
ちますが、みなさんいかがお過ごしでしょうか？今月
号では改元に便乗した詐欺について紹介します。
　今、「元号に合わせてキャッシュカードが変わるから、
変更してあげます」と金融機関の職員を名乗って近づき、
高齢者からカードを騙し取り、現金を引き出す詐欺が

全国で相次いでいます。
しかし、元号が変わって
も、キャッシュカードは
そのまま使えます。簡単
にキャッシュカードを他
人に預けたり、カードの
暗証番号を他人に教えた
りすることは絶対にしな
いでください。また、大

手電話会社を名乗り「新元号発表に伴うキャッシュバッ
クキャンペーンを行います！」や「新元号に伴い、料
金改定したのでご案内です！」などと案内する架空請
求メールが届いているとの相談も増えています。その
ようなメールが届いた場合は開封せずに、メール自体

心配だから免許を返納してほしいけど返納しろとは言え
ない環境にあることも多いのではないでしょうか。
　家族は、高齢者の身体機能の衰えをよく理解するとと
もに、高齢者が運転する車に同乗し、運転技能を確認して
危険があれば免許の返納を勧めましょう。
免許証の返納手続き
　免許センターおよび各警察署の「運転適正相談窓口」で、
自主返納などに関する相談を受け付けています。
　返納を希望している本人が入院などで、免許証の有効
期限までに警察署に行けない場合などもご相談ください。
免許を返納した高齢者をどう支える？
　市では、75歳以上で免許証を自主返納した人を対象に
タクシー利用券、有償バス回数券を交付しています。詳
しくは、市役所総務課にお問い合わせください。
警察安全相談
　警察では、地域住民の安全安心を目的に、相談を受け付
けています。免許返納に関する相談だけでなく、「身に覚
えのないハガキが届いた」、「親が高齢で物忘れがひどく
なり、勝手に出歩いてしまう」など、心配ごとの相談にも
応じています。
　　　　　　　那須烏山警察署　☎0287－82－0110

消費者コラム ₂₈

安全
運転



滝
口
会
長
に
よ
る
講
演
。

完
熟
の
真
っ
赤
な
果
実
に
舌
鼓

朝
摘
み
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り
＆
モ
ー
ニ
ン
グ
カ
フ
ェ

　

朝
露
の
残
る
農
園
で
、
さ
く
ら
ん

ぼ
狩
り
と
朝
食
を
楽
し
も
う
と
、
6

月
9
日
㈰
、
曲
畑
の
さ
く
ら
ん
ぼ
園

「
ぼ
く
ん
ち
の
樹
」（
川
田
輝
男
代
表
）

で
、「
朝
摘
み
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
＆
モ
ー

ニ
ン
グ
カ
フ
ェ
」
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
人
の
交
流
」
を
テ
ー
マ
に
地
域

お
こ
し
活
動
を
展
開
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ク
ロ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
（
髙
橋

誠
一
代
表
）
に
よ
る
催
し
で
、
サ
ク

ラ
ン
ボ
園
で
の
開
催
は
3
回
目
。
今

年
は
、
市
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
22
人

の
家
族
連
れ
が
、
貸
切
状
態
の
農
園

で
、
身
の
し
ま
っ
た
サ
ク
ラ
ン
ボ
に

舌
鼓
を
打
っ
た
後
、
特
設
の
カ
フ
ェ

で
朝
食
を
ゆ
っ
た
り
と

楽
し
み
ま
し
た
。

　

宇
都
宮
か
ら
参
加
し

た
小
学
４
年
生
の
坂
橋

カ
ン
ナ
さ
ん
は
、「
昨

年
、
参
加
し
て
と
て
も

良
か
っ
た
の
で
今
年
も

来
た
。
色
々
な
種
類
の

サ
ク
ラ
ン
ボ
を
い
っ
ぱ

い
食
べ
ら
れ
て
幸
せ
。
山
形
に
行
く

ま
で
も
な
い
し
、
ま
た
来
た
い
」
と

笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

東
京
暮
ら
し
の
川
田
さ
ん
が
、
縁

あ
っ
て
15
年
前
に
始
め
た
こ
の
農
園

も
、
今
で
は
15
種
60
本
の
サ
ク
ラ
ン

ボ
園
に
な
り
、
季
節
に
は
多
く
の
人

が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今

年
は
、
実
り
も
よ
く
、
6
月
初
旬
か

ら
2
週
間
ほ
ど
楽
し
め
た
よ
う
で
す
。

大勢の観客を前に唄を披露。
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完熟のサクランボ狩りを
楽しむ参加者。

　

５
月
19
日
㈰
、
南
那
須
の
自
然
と

文
化
を
考
え
る
会（
滝
口
清
榮
会
長
）

に
よ
る
「
な
す
か
ら
サ
ロ
ン
」
の
第

二
期
講
座
が
南
那
須
公
民
館
で
開
講

し
、
地
域
住
民
な
ど
約
20
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

サ
ロ
ン
で
は
、
考
古
学
、
地
学
、

哲
学
、民
俗
学
、歴
史
、音
楽
な
ど
を

テ
ー
マ
に
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら

地
域
を
見
つ
め
直
し
、
地
域
創
造
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
各
分

野
を
代
表
す
る
地
元
の
著
名
な
講
師

陣
に
よ
る
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
、
第
一
期
講
座
は
、
10

回
の
開
催
で
、
各
回
と
も
に
好
評
で

し
た
。
今
年
度
は
全
13
回
講
座
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
、
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

５
月
26
日
㈰
、
烏
山
公
民
館
で
烏

山
地
区
民
俗
文
化
奉
仕
協
会
（
川
俣

仲
会
長
）
に
よ
る
「
第
42
回
あ
や
め

ま
つ
り
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、市
内
の
会
員
な
ど
約
90

組
が
、
大
勢
の
観
客
の
前
で
唄
や
舞

踊
、
詩
吟
な
ど
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

川
俣
会
長
は
、「
高
齢
者
・
勤
労

者
慰
安
の
た
め
に
開
催
し
て
い
る
が
、

舞
台
で
披
露
す
る
人
も
観
客
も
お
互

い
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
で
集
ま
っ
た
収
益

金
は
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
附
さ
れ
、

福
祉
の
場
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
を
創
造
す
る

﹁
な
す
か
ら
サ
ロ
ン
﹂第
二
期
開
講

₉₀
組
が
成
果
を
披
露

第
42
回
あ
や
め
ま
つ
り
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あじさいや神社楽しむ
市民ハイキング

　６月９日㈰、栃木市の太平山で市民ハ
イキングを行いました。
　当日は、77人が参加。あいにくの天候
により、景色を満喫することはできませ
んでしたが、咲き始めたあじさいなどを
眺めながら、ハイキングや謙信平展望台、
太平山神社を楽しみました。

　

６
月
１
日
㈯
、
大
野
果
樹
園
（
大

野
博
康
代
表
）に
よ
る「
夜
マ
ル
シ
ェ

＆
ナ
イ
ト
ベ
リ
ー
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

若
手
農
業
者
の
Ｐ
Ｒ
や
子
ど
も
た

ち
に
農
業
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

お
う
と
開
催
さ
れ
た
こ
の
企
画
は
、

今
年
で
２
回
目
で
、
県
内
外
か
ら
約

３
０
０
人
の
親
子
連
れ
が
訪
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
明
か
り
の
灯
っ
た
ハ
ウ

ス
で
い
ち
ご
狩
り
が
行
わ
れ
、甘
酸
っ

ぱ
い
い
ち
ご
を
頬
張
る
子
ど
も
た
ち

の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
野
果
樹
園
や
ク
ロ
ス
ア

ク
シ
ョ
ン
、
よ
ろ
ず
や
友
美
な
ど
に

よ
る
夜
マ
ル
シ
ェ
で
は
、
か
ら
あ
げ

や
か
き
氷
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
販
売

が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
々
を
楽
し
ま

せ
ま
し
た
。

　

大
野
さ
ん
は
、「
少
子
高
齢
化
な

ど
に
よ
り
、
人
口
が
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
が
、
１
つ
の
イ
ベ
ン
ト

で
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
っ
て
く
れ

て
と
て
も
嬉
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
工

夫
を
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
交
流

の
場
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

５
月
23
日
㈭
、
那
須
烏
山
商
工
会

本
所
で
那
須
烏
山
市
商
工
会
役
員
等

表
彰
（
那
須
烏
山
商
工
会
主
催
）
が

行
わ
れ
、
南
栄
会
（
高
橋
誠
一
代
表
）

が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

表
彰
は
、
花
木
の
植
栽
に
よ
る
美

化
運
動
を
20
年
間
、
冬
季
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
地
域
活
性
化
活

動
を
10
年
間
、
店
周
歩
道
の
清
掃
活

動
を
永
き
に
渡
り
行
い
、
Ｊ
Ｒ
烏
山

駅
付
近
の
商
店
街
活
性
化
に
貢
献
し

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

高
橋
代
表
は
、「
南
栄
会
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
協
力
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
受
賞
。小
さ
な

商
店
会
で
す
が
、
今
後
も
活
動
を
続

け
、き
れ
い
な
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
２
日
㈰
、
興
野
農
産
物
直

売
所
（
船
橋
一
夫
組
合
長
）
で
「
新

じ
ゃ
が
い
も
ま
つ
り
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
直
売
所
に
隣
接
す
る

畑
で
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
が
行
わ
れ
、

３
０
０
人
を
超
え
る
来
場
者
が
バ

ケ
ツ
い
っ
ぱ
い
の
新
じ
ゃ
が
い
も

を
収
穫
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
直
売
所
に
よ
る
肉
じ
ゃ

が
や
新
鮮
野
菜
、
つ
き
た
て
餅
の

販
売
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
市
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
市
田
久
美
子
隊

員
に
よ
る
「
彼あ

そ
こ
の処
珈カ

フ
ェ琲
」
も
出
店
。

入
れ
た
て
の
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
が
好

評
を
博
し
ま
し
た
。

　

船
橋
会
長
は
、「
一
生
懸
命
育
て

た
じ
ゃ
が
い
も
を
お
い
し
く
食
べ
、

農
業
を
身
近
に
感
じ
て
ほ
し
い
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
を
と
お
し
て
、
地
元
の

直
売
所
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
え

れ
ば
嬉
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

夜
マ
ル
シ
ェ
＆
ナ
イ
ト
ベ
リ
ー

３
０
０
人
が
夜
の
い
ち
ご
狩
り
楽
し
む

商
店
街
活
性
化
に
貢
献

南
栄
会
に
商
工
会
役
員
等
表
彰

バ
ケ
ツ
い
っ
ぱ
い
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
！

新
じ
ゃ
が
い
も
ま
つ
り
開
か
れ
る

夜
の
い
ち
ご
狩
り
を
楽
し
む
参
加
者
。

じ
ゃ
が
い
も
掘
り
を
楽
し
む
参
加
者
。

中山会長から表彰を受ける南栄会の皆さん。ハイキングに参加した皆さん。
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赤
ち
ゃ
ん
名 

　
︵
保　

護　

者
︶ 

住 

所

大　

窪　

舜
し
ゅ
ん　

之じ

（
健
之
・
菜
摘
）
下　

境

冨　

田　
　
　

玄げ
ん

（　
完　

・
由
香
）
三　

箇

大　

金　

奏か
な　

太た

（
和
史
・
聖
恵
）
南
１
丁
目

関　

根　

あ　

む
（
達
郎
・
な
つ
み
）
小　

倉

前　

橋　

優ゆ　

衣い

（
弘
貴
・
美
歌
）
城　

東

●
第
11
回
那
須
烏
山
支
部
ナ
イ
タ
ー
野
球

大
会（
５
月
11
日
㈯
、18
㈯
19
日
㈰
、25
日
㈯
、緑
地

運
動
公
園
）

▽
優
勝
：
烏
山
Ｒ
Ｅ
Ｄ
・
Ｓ
Ｏ
Ｘ　

▽
準
優

勝
：
南
大
和
久
Ｂ
Ｂ
Ｃ

●
令
和
元
年
度
春
季
男
女
混
合
市
民
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会（
５
月
13
日
㈪
～
16
日
㈭
、南
那
須

中
体
育
館
）

▽
優
勝
：
Ｓ
Ｋ
Ｙ　

▽
準
優
勝
：
か
ら
～
ず　

▽
第
３
位
：
ベ
リ
ー
ズ

●
第
₃₅
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大

会
栃
木
県
予
選
会
南
那
須
代
表
選
手
選
考

会（
５
月
18
日
㈯
、大
桶
運
動
公
園
）

﹇
５
年
男
子
１
０
０
ｍ
﹈▽
準
優
勝
：
板
橋

久
遠（
江
川
小
）　
﹇
６
年
男
子
１
０
０
ｍ
﹈▽

第
３
位
：
渡
引
功
基（
七
合
小
）　
﹇
男
子
コ
ン

バ
イ
ン
ド
Ａ
﹈▽
優
勝
：
寺
澤
嘉
一（
烏
山
小
）　

﹇
男
子
コ
ン
バ
イ
ン
ド
Ｂ
﹈▽
優
勝
：
菊
地
佑

（
江
川
小
）　

▽
準
優
勝
：
黒
須
悠
希（
七
合
小
）　

﹇
男
子
混
合
４
０
０
Ｍ
Ｒ
﹈▽
第
３
位
：
烏

山
小
Ａ　
﹇
男
子
Ｏ
Ｐ
１
０
０
０
Ｍ
﹈▽
優

勝
：
三
島
健（
烏
山
小
）　

▽
準
優
勝
：
小
西
勇

太（
荒
川
小
）　

▽
第
３
位
：
小
原
澤
柊
侍
郎

（
烏
山
小
）　
﹇
５
年
女
子
１
０
０
Ｍ
﹈▽
優
勝
：

岡
ア
ン
ニ
ケ
ル
蘭
奈（
江
川
小
）　

▽
第
３
位
：

栗
田
沙
紀（
荒
川
小
）　
﹇
６
年
女
子
１
０
０

Ｍ
﹈▽
準
優
勝
：
柳
沢
ち
な
つ（
江
川
小
）　

▽

第
３
位
：
大
輪
莉
央
奈（
境
小
）　
﹇
女
子
コ

ン
バ
イ
ン
ド
Ａ
﹈▽
優
勝
：
柏
花
蘭（
烏
山
小
）　

▽
準
優
勝
：
髙
久
結
月（
七
合
小
）　
﹇
女
子
コ

ン
バ
イ
ン
ド
Ｂ
﹈▽
第
３
位
：
石
川
楓
果（
七

合
小
）　
﹇
女
子
Ｏ
Ｐ
１
０
０
０
Ｍ
﹈▽
優
勝
：

福
田
姫
愛（
荒
川
小
）　

▽
第
３
位
：
岡
ア
ン

ニ
ケ
ル
蘭
奈（
江
川
小
）

●
令
和
元
年
度
フ
ァ
ミ
リ
ー
記
念
混
合
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会（
６
月
３
日
㈪
～
５
日
㈬
、緑

地
運
動
公
園
）

▽
優
勝
：
こ
ぶ
し
台　

▽
準
優
勝
：
藤
田　

▽
第
３
位
：
三
箇
、志
鳥
ス
ワ
ン
ズ

●
春
季
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会（
６
月
３

日
㈪
～
５
日
㈬
、南
那
須
中
体
育
館
）

▽
優
勝
：
か
ら
ー
ず　

▽
準
優
勝
：
四
ツ
葉

▽
第
３
位
：
ヴ
ィ
ー
ナ
ス

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

菅
原
征
司
様（
北
海
道
札
幌
市
）
か
ら

１
万
円
、石
川
浩
之
様（
東
京
都
大
田
区
）

か
ら
１
万
７
千
円
、匿
名
希
望
者
様
14

人
か
ら
計
34
万
２
千
円
が
本
市
に
寄
附

さ
れ
ま
し
た
。

■
市
立
小
・
中
学
校
図
書
寄
贈

　

壽
亀
山
神
社
講（
佐
藤
恭
二
代
表
委
員
）

か
ら「
続
お
殿
様
ご
苦
労
記
」31
冊
が
市

内
小
・
中
学
校
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

〇
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
神
奈
川

県
に
住
む
友
達
に
言
わ
れ
た
ひ

と
こ
と「
Ｏ
は
訛
り
が
す
ご
い
」。

自
分
で
は
標
準
語
を
話
し
て
い

る
つ
も
り
な
の
で
す
が
…
祖
父

や
祖
母
、近
所
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
話
し
て
い
る
と
い
つ
も
の
何
倍

も
訛
っ
て
い
る
そ
う
。イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
違
う
の
か
。ち
な
み
に
そ
の
友
達
の

お
気
に
入
り
は
、「
聞
き
返
す
と
き
に
上
が

る
語
尾
」だ
そ
う
で
す
。な
ん
じ
ゃ
そ
り
ゃ

…
。「
あ
お
な
じ
み
」、「
か
っ
ぽ
る
」、「
お

ば
ん
か
た
」ど
れ
も
普
通
に
使
っ
て
い
た

の
に
、友
達
の
頭
の
上
に「
？
？
？
」が
。「
裏

に
回
し
て（
後
ろ
に
回
し
て
）」も
伝
わ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

〇
小
学
生
の
頃
の
言
い
間
違
え
を
今
で
も

よ
く
家
族
に
ネ
タ
に
さ
れ
ま
す
。父
の
実

家
に
帰
る
車
中
で
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
す

が
、夕
焼
け
が
と
て
も
綺
麗
で
、「
う
わ
ぁ
、

綺
麗
な
し
も
や
け
だ
ね
ぇ
」と
言
っ
た
の

で
す
。す
る
と
父
と
母
は
大
笑
い
。（
間
違

え
を
知
ら
ず
に
大
人
に
な
ら
な
く
て
良

か
っ
た
…
）

〇
卓
球
の
大
会
の
後
に
寄
っ
た
回
転
寿
司

で
食
べ
た
か
っ
た
の
が「
十
勝
コ
ー
ン
」。

負
け
ず
嫌
い
な
私
は
、「
十
勝（
じ
ゅ
っ
し
ょ

う
）」し
た
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

※
こ
こ
で
は
、
保
護
者
等
の
了
解
が
得
ら
れ
た
情

報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

受
賞お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
賞お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
賞お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す烏山小運動会より。
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★一般図書★
『突破力』　 　メンタリストＤａｉＧｏ
『大人だからこそ忘れないでほしい４５
のこと』　　　　　 　　　　　 齋藤　孝

『２０２１年まで待ちなさい！』
菅下　清廣

『がんを生き抜く最強ごはん』
和田　洋巳

『平安ガールフレンズ』 　酒井　順子
『女はいつも四十雀』 　林　真理子
『愛情漂流』 　辻　仁成
『美しき愚かものたちのタブロー』

原田　マハ
★児童図書★

『１分で読める怖い話』   池田書店編集部
『生きる冒険地図』 プルスアルハ
『はじめてのラグビー』 大野　均
『よろしくパンダ広告社』  間部　香代

『職員室の日曜日』 村上　しいこ
『みんなまってるよ！』 青山　ゆういち
『いきもの漢字図』  えざき　みつる
『ドラゴンのお医者さん』

パトリシア　バルデス
★CD★

『ＴＲＡＤＩＴＩＯＮＡＬ　ＢＥＳＴ』
ＥＸＩＬＥ　ＡＴＳＵＳＨＩ

『ＮＥＷ　ＬＯＶＥ』 Ｂ＇ｚ
『今が思い出になるまで』 　乃木坂４６
『平成演歌ヒストリー１・２』

北島　三郎ほか
『ＴＨＥ　ＢＥＳＴ』

ジャスティン・ビーバー
『ノー・ジオグラフィー』

ケミカル・ブラザーズ
『機動戦士ガンダム４０ｔｈアニバーサリー
ベスト』　　　　　　　　　池田　鴻ほか

2019.6.1現在
（　）対前月比

人口 25,313（‒45）

世帯数 9,344

男 12,562
出生  10
転入  47

女 12,751
死亡  41
転出  61

※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。

俳　
句　

 

水
野　

信
一　

選

山
あ
げ
の
和
紙
の
手
触
り
夏
き
ざ
す柳　

つ
し
ま(

中　

央)

素
麺
を
す
す
り
一
人
の
昼
餉
か
な

小
針　

久
子(

月　

次)

家
族
と
の
思
ひ
出
深
し
茶
摘
唄

塩
坂
美
枝
子(

南
大
和
久)

蒙
古
斑
寝
冷
知
ら
ず
で
か
け
ま
は
る大

森　

總
夫(

宇　

井)

川　
柳　
　

 
 

篠
﨑　

酔
月　

選

年
重
ね
鏡
覗
け
ば
母
の
顔

 

萩
原　

宣
子(

中　

央)

し
ょ
っ
ぱ
い
の
甘
い
の
下
戸
の
お
菓
子
好
き

石
川
由
美
子(

興　

野)

顔
だ
け
は
覚
え
て
い
て
も
名
を
忘
れ南　

美
保
子(

福　

岡)

裏
庭
で
実
る
甘
柿
鳥
の
餌

杉
山
幸
栄
子(

八
ヶ
代)

短　
歌　

 

　

 

滝
口　

節
子　

選

何
の
た
め
来
た
る
孫
か
な
滞
在
中
憑
か
れ
し
ご
と
く
ゲ
ー

ム
に
耽ふ

け

る　

 

　
　
　
　
　

川
俣
登
志
子(　

旭　

)
寝
そ
び
れ
て
想
い
は
巡
る
九
十
年
夜
来
の
雨
の
あ
が
る
気

配
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

吉
澤　

紅
月(　

南　

)

雑
踏
の
町
を
過
ぎ
来
て
山
里
の
水み

張は
り

田だ

を
渡
る
風
に
吹
か

れ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上
キ
ヨ
子(

志　

鳥)

風
薫
る
コ
ー
ト
に
仲
間
と
球
を
打
つ
競
い
励
ま
し
共
に
喜

び　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
内　

晴
代(

金　

井)

市の人口

受
賞お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
わ
び
と
訂
正

　

６
月
号
12
ペ
ー
ジ
で
、「
大
和
勝

男
本
部
長
」
と
あ
る
の
は
、
正
し
く

は
「
大
和
勝
夫
本
部
長
」
で
す
。
お

わ
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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Ｑ
ジ
オ
パ
ー
ク
に
興
味
を
持
っ
た

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

初
め
は「
火
山
も
な
い
所
に
ジ
オ

パ
ー
ク
？
」と
否
定
的
な
考
え
で
し

た
。し
か
し
、仙
台
他
、城
下
町
の
整

備
に
地
形
地
質
を
利
用
し
た
こ
と
を

知
り
、歴
史
に
も
ジ
オ
の
知
識
が
必

要
だ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

Ｑ
ジ
オ
ガ
イ
ド
に
な
り
た
い
と
思
っ

た
理
由
は
何
で
す
か
？

　

ジ
オ
の
イ
ベ
ン
ト
や
、市
民
団
体

の「
な
す
か
ら
ジ
オ
の
会
プ
チ
ェ
ー

ロ
」に
参
加
し
、関
心
が
沸
い
て
き
た

か
ら
で
す
。ガ
イ
ド
を
す
る
こ
と
で

更
に
知
識
が
増
し
、地
域
資
源
へ
の

理
解
が
深
ま
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
那
須
烏
山
市
の
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し

て
の
魅
力
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　

地
層
・
化
石
だ
け
で
な
く
、那
須
氏

の
居
城
と
し
て
地
形
を
巧
み
に
利
用

し
た
烏
山
城
跡
、山
あ
げ
祭
を
始
め

市
内
各
所
に
残
る
天
祭
、獅
子
舞
な

ど
の
芸
能
、烏
山
和
紙
、八
溝
そ
ば
な
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那須烏山市広

※開花状況により、開園期間・時間が変更になる場合が
　ございます。

ハンターマウンテンゆりパーク
〒329-2922 栃木県那須塩原市湯本塩原字前黒
TEL：0287-32-4580

入園料
+

フラワーリフト
（片道）

本 券 1 枚 で 5 名 様 ま で ご 利 用 い た だ け ま す 。

【大人】 【子供】 3 歳～小学生
￥1,600 ￥800

【開園期間】 2019年7月 13日 (土 )～8月 25日 ( 日 )　
【営業時間】 9︓00～ 16︓00（リフト下り最終 16︓15）

「ハンターマウンテンゆりパーク」
特別割引券のご案内
「ハンターマウンテンゆりパーク」
特別割引券のご案内

発券用 QRｺｰﾄﾞ

QRｺｰﾄﾞ

※開花状況はご来場前にホームページ等でご確認ください。
※他人への譲渡・転売は固くお断り致します。
※他の割引・サービスとの併用不可。
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　烏山高校男子テニス部は、県大会の団体戦にお
いてベスト４、県立高校Ｎｏ.１になることを目標に、
日々練習に励んでいます。昨年度は、関東予選で
２回戦敗退、インターハイ予選で１回戦敗退、新人
戦でベスト８という結果でしたので、今年こそ目
標を達成したいと思っていました。
　４月に行われた関東予選の団体戦では、第６シー
ドから始まり、準々決勝を見事に制することができ、
念願だったベスト４に進出しました。
　一度ベスト４になった以上、次の大会でもこの

　今回は、男子テニス部顧問の竹内悠己先生に部
活動の実績について紹介していただきます。

成績を落とすことはできません。３年生にとって最後の大会
となるインターハイ予選でも、絶対にその結果を出そうとさ
らに必死に練習しました。その結果、６月に行われたインター
ハイ予選の団体戦においても、ベスト４に進出することがで
き、２大会連続の３位入賞となりました。関東予選、インター
ハイ予選ともに準決勝で文星芸術大学附属高校に敗れてしま
いましたが、県立高校としては、最高の締めくくりができたと
思います。
　活躍した３年生はこれで引退となってしまいますが、今後
は関東大会進出をねらって、さらに練習を重ねていきます。
応援よろしくお願いします。

烏山高校テニス部　２大会連続　県３位入賞！


